


坂田桐子先生
（広島大学大学院）

大槻奈巳先生
（聖心女子大学）

本間道子先生
（日本女子大学名誉教授）

2017年12月16日（土）開催

シンポジウム：なぜ女性は管理職になりたがらないのか 研究会

　人口減少社会のなかで、女性の労働参加は不可欠とさ
れています。また、職場では人材不足によって女性に対する
期待はますます大きくなっています。しかしながら、女性の
管理職割合は依然として低く、女性は管理職になることに
消極的であるといわれています。それはなぜなのか。
　本シンポジウムでは、「なぜ女性は管理職になりたがらな
いのか」をテーマに、心理学や社会学の研究成果をもとに
その原因について考えるとともに、性差を超えた新たなリー
ダーシップ像を展望しました。

＜第1部＞　基調講演
　「性差を超えた新たなリーダーシップの構築を」と題して
日本女子大学名誉教授の本間道子先生による基調講演を
いただきました。
　社会心理学の研究をもとに、女性とリーダーシップ役割
の適合の問題や日常に潜む女性に対するアンコンシャス・
バイアスによって、女性のキャリア形成の機会が阻害される
ことが示されました。さらに、新たな時代に求められるリーダ
ーシップ像などについてご説明いただきました。

＜第２部＞　パネルディスカッション
　続いて、２人のパネリストより社会学視点、社会心理学視
点からご報告いただきました。
 　第１報告「若年層男女の管理職志向」では、聖心女子大
学の大槻奈巳先生から日本の企業の女性管理職が少ない
理由をはじめ、就職超氷河期に就職した男女の管理職志
向調査および新入社員の管理職志向（入社1年目と2年目）
調査の結果が紹介されました。
　第２報告「女性の昇進を阻む心理的・社会的要因」では、
広島大学坂田桐子先生から女性の昇進意欲を阻害する要
因と女性の昇進意欲を高めるために考える課題、有効なリ
ーダーシップなどついて報告されました。
　その後、講演者およびパネリスト、コーディネーター（当研
究所所長大沢真知子）による全体討論が行われ、フロアも
交えた活発な意見交換が行われました。
　講演の詳細については、次号『現代女性とキャリア』第10
号（2018年秋頃発刊予定）に掲載されます。

男女平等な職場づくりー「姉妹」に学ぶことー

　エミリー・ムラセさんをお招きして、講演会を行い
ました。 当日はアメリカやサンフランシスコ市におけ
る男女共同参画の実態、具体的な政策に加え、個人レ
ベル・管理職及び上司レベルでできることについて等
をお話頂きました。 当日は、西生田キャンパスとのテ
レビ中継もあり、活発なディスカッションが行われま
した。エミリーさんの講演の詳細については、次号の
『現代女性とキャリア』（2018年秋頃刊行予定）に収
録する予定です。

Women’s Entrepreneurship in Japan and China
講師：SONG Jing先生（香港中文大学）、

　　　　　　  石黒久仁子先生（東京国際大学）
　

　
　
　

　SONG Jing先生（香港中文大学）より、日本と中国にお
ける女性起業家（各10名）を対象としたインタビュー調査結
果をご紹介いただきました。現在調査半ばであり、また、日
本と中国の社会経済的状況の違いはあるものの、起業する
女性たちには海外経験など環境による動機がみられること
が報告されました。石黒先生ご自身の調査からのコメントも
なされ、女性起業家に関する今後の調査の展開と新たな報
告が待たれるところです。

2017年6月30日（木）開催

2017年6月30日（木）開催

　イリノイ大学のムン先生により、日本における1992
年育児休業法及び2005年次世代育児支援対策推進法に
よる女性雇用者への影響の分析などの研究が報告され
ました。多くの示唆を得ることが出来ました。

 

Unpacking the Welfare State Paradox: 
Corporate Responses to Parental Leave Policies in Japan

2017年12月18日（月）開催

2017年10月26日（木）開催

講師：エミリー・ムラセ（サンフランシスコ市議会議員
　　　・サンフランシスコ女性地位局長）

講師：Dr. Eunmi Mun, Assistant Professor
（Department of Sociology and School of Labor and
 Employment Relations University of Illinois at Urbana-Champaigns）

著者に聞く：
『働き方の男女不平等―理論と実証分析―』
講師：山口一男先生（シカゴ大学ライフ・ルイス記念特別
　　  社会学教授／経済産業研究所客員研究員）

　

　
　シカゴ大学ライフ・ルイス記念特別社会学教授／経済
産業研究所客員研究員を勤められる山口一男先生に、
2017年5月刊行の著書『働き方の男女不平等―理論と実
証分析―』（日本経済新聞出版社）をもとにご報告いただ
きました。学歴の男女差が縮まり、企業が両立支援策を推
進しても、なかなか効果が実感されない日本の現状につ
いて、働き方の男女不平等の背景要因や実証分析結果
を詳しく解説していただきました。関心の高いテーマに、フ
ロアからの質問も多くあり、理解をさらに深める機会となり
ました。

成果主義やWLBは男女間格差を縮小させるのか
講師：児玉直美先生（一橋大学大学院）

2018年2月23日（金）開催
　一橋大学大学院の児玉直美先生より、成果主義やWLB
施策が男女間格差を縮小させるのかをご発表頂きました。
量的データを用いた分析から、WLB施策、昇進、職務給と
男女間格差の関係についてのご報告がなされ、参加者との
活発なディスカッションが行われました。
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